
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年４月号 

発行 ／ 社会福祉法人あぶくま福祉会 就労継続支援Ｂ型事業所 ほどはら授産所  

〒960-0657 伊達市保原町字中瀬町 100 ℡／fax 024-575-4355 

４月の主な行事
４月１日（火）辞令交付式 理事長訓示 

５日（土）土曜利用日 

８日（火）工賃支給日 

１８日（金）遠足会 

ほどはら 

 

齋藤サト子さん  池田亜希子さん 

八巻裕幸さん   鈴木良子さん  

おめでとうございます。誕生会は、５月生まれの皆さんとい

っしょに５月に行います。お楽しみに。 

3月３１日、令和６年度の最終日、帰りの会に

出勤率 100％利用者さんを称え、皆勤賞を贈り

ました。またこの日は皆勤賞授与に先立ち、１年

間のご苦労ぶりとして全員に期末手当を支給し

ました。 

帰りの会では、はじめに中木所長からあいさ

つがあり、利用者さんへ１年間の就労をねぎら

い期末手当を支給し、皆勤者へ賞状を授与、一本

締めをしてお互いの１年間の仕事を称えあいま

した。みなさんご苦労様でした。（関連記事６頁） 

 

出勤率１００％達成！！ 皆勤賞を受け取る菅野カツヨさん 

 

皆勤賞を受け取る佐々木仁志さん 

（写真左）と髙橋友美さん（写真右） 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

ごあいさつ 

 

新年度がスタートしました。社会福祉法人あぶくま福祉会中木理事長 

ほどはら授産所保護者会池田会長、ほどはら授産所佐藤所長より、新年

度にあたって、ごあいさつを申し上げます。 

 

令和７年度のスタートにあたって 

 

社会福祉法人あぶくま福祉会 

理事長 中 木 雅 彦 

 

桜前線が北上し、福島県を通過し、この広報紙が発行される頃は東北中部まできたころ

でしょうか。皆様には、ご健勝にてお過ごしのこととお慶び申し上げます。 

さて、社会福祉法人あぶくま福祉会は、おかげさまで今年７月に創立３６周年を迎えま

す。ここまで来るのに多くの先人の皆様のご尽力があってのこと、皆様に感謝し、理事長

職を務めております。 

小職は、昨年７月の理事会で選任され理事長に就任、約８カ月が過ぎました。この間、

法人運営について、小職、業務執行理事、施設長、管理者で組織する管理者会議の協議を

経て、遂行してまいりました。これからもこの体制で運営してまいります。 

去る３月１０日の理事会と２４日の評議員会において、新年度の事業計画案と予算案を

提案し、原案のとおり議決いただきました。会議の中で魅力ある事業をする社会福祉法人

であってほしいとの意見が出されました。事業計画は原案通りの承認となっていますが、

原案にさらに魅力的内容を加味した事業の施行を心がけていきたいと思っています。各施

設の長を中心に、職員が一丸となって魅力あるあぶくま福祉会の施設経営ができるよう、

当職も支援してまいります。 

法人全体の予算は財政厳しい中ではありますが、利用者さんへのサービスの質の向上を

図る必要があります。これからも社会福祉法人の使命である「地域に開かれた施設」とし

て地域貢献、公益事業の実施と共に「利用者のための施設」として努力をしてまいります

。保護者の皆様には、より一層のご理解ご支援を頂きますようお願い申し上げ、新年度ス

タートにあたってのご挨拶といたします。 

私事ではありますが、これまでほどはら授産所所長を兼務していましたが、本年３月末

日をもって所長職を退任しました。平成３０年７月の着任から６年９カ月、この間ほどは

ら授産所の利用者さんはじめ保護者の皆様、職員の皆様には大変お世話になりました。御

礼を言っても言い尽くせない感謝の思いがあります。どうもありがとうございました。４

月からは、理事長職専任で引き続き法人運営に関わってまいりますので、どうぞよろしく

お願いいたします。 

結びに、皆さまのご健勝をお祈りし、年度初めのごあいさつとさせていただきます。 



  

年度初めにあたって 

ほどはら授産所保護者会 

会長 池 田 光 雄 

新年度が始まりました。皆々様いかがお過ごしでしょうか。暖かい春を迎え桜の花が咲く日

がやって来ました。年度初めにあたり一言、ごあいさつ申し上げます。 

日頃、当所運営に対し温かいご支援ご協力ご理解をいただき、厚く御礼申し上げます。 

昨年度は、お昼の給食提供の件でこれまでの業者の年度末撤退が持ち上がり、一時は給食中

断の心配もありましたが、新年度から引き受ける業者が法人本部を中心に選定作業がなされ、

切れ目なく給食提供が出来ますこと保護者会長として安どしているところです。この間プロポ

ーザル審査にも立ち会い、今時いろいろな提案が出されるのだと感じたところです。 

さて、新年度になり、授産所の佐藤所長さんはじめ、職員の皆様のご指導、ほんとうに大変

だと思いますが、今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。 

新型コロナ感染症の感染の心配はまだあります。集団感染とならないように、今まで以上に

気を引き締めて予防に努めたいものです。 

結びになりますが、当施設並びにほどはら授産所保護者会のますますの発展を祈念申し上

げ、保護者会を代表してのごあいさつとさせていただきます。 

新年度スタートにあたって 

 

ほどはら授産所 所長 佐 藤 典 昭  

 

令和 7年度が始まりました。改めて皆様にご挨拶申し上げます。3月 10日に開催の理事 

会において、中木雅彦前所長の後任として、新所長に選任されました佐藤典昭です。 

  4月 1日に着任いたしましたが、新入職員同様に気持ちは緊張しており、身が引き締まる 

思いと事務長職とあわせて職責の重さを感じております。 

事務長就任のあいさつで申し述べましたが、私は「育」という言葉をモットーにしていま 

す。利用者が育つ、花を育てる、仲間に育まれるなど「育」は、手をかけて成長を助ける、 

大切に守って発展させることの意味があります。種をまき、植替えを行い、水や肥料を与え、 

日々の小さな生長があって自ら花が咲くように、私たちの一歩ずつの支援の積み重ねが大切 

で、利用者皆さんの大きな成長と自立につながると感じています。これに「実り」という言 

葉を加えます。「実り」は、努力して良い結果を得ることの意味があり、利用者皆さんそれ 

ぞれに持つ力を十分発揮できるように支援内容の充実を目指して、実りが多くなる「環境」 

を整えることも施設にとって大切です。ほどはら授産所を利用する全ての皆さんが、笑顔で 

元気に充実した活動が行えるよう、微力ながら支えて参りたいと思います。 

当法人は創立３７年目になり、中木前所長はじめ、これまでの所長から多くの薫陶を受け 

 てきました。今後も「そだつ・そだてる・はぐくむ」＋「みのり」の思いで、更に育て、実 

り多い成長を目指しますので、利用者の皆さん・保護者・家族・職員・地域皆様のご協力と 

ご支援を賜りますようお願いいたします。 

 



   ダンボール班    
 

 令和 7年度、みなさん元気にスタートしました。 

 本年度も男性 5名・女性 4名・シルバー職員 2名の体制で、保原町工業団地内「王子コ

ンテナー株式会社」様より仕切り組立と靴箱貼り合わせの作業と、桑折町工業団地内「吉川

紙業株式会社」様から緩衝材発泡貼り付けの作業に従事していきます。 

 今年度も物価上昇のあおりを受け、受注数が少なくなると予想されますが、自分の作業に

責任を持って、みんなで仲良く取り組んでほしいと思います。利用者さんそれぞれに得意・

不得意がありますが、得意分野で自信をつけ苦手分野にも少しずつチャレンジしていけるこ

とを期待しております。 

 今年もみなさんが怪我・病気などなく安定して活動できること期待します。どうぞ、よろ

しくお願いいたします。 

        （担当：職業指導員 熊坂正俊） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほどはら授産所作業班 

令和７年度活動方針！ 
作業班担当から、今年の目標や活動の方針をお伝えします。本年度

もよろしくお願いします。 

  

農耕園芸班    

令和 7 年度の農耕園芸班では、3 月から春夏のマリーゴールドやサルビアなどの植替え作業

を始めており、６月末まで植替え、管理、納品など繁忙期をこれから迎えようとしています。秋

冬はパンジー・ビオラ・つりがねそうなどの栽培を計画しております。 

園芸作業を行う利用者の皆さんは、たくさんの植替え作業はじめ花苗の運搬や納品苗揃え、 

ポットの汚れ取り、環境整備などの屋外作業に根気強く、力強く取り組んでいただいておりま 

す。今年度も利用者様の健康・安全に注意し、利用者様の大いなる活躍に期待しております。地

域の皆様に喜んでいただける花苗栽培を目指してまいります。 

   （担当：職業指導員 松浦幹樹） 

 

ほどはら 



手工芸班   

 

手工芸班の皆さんですが、今年度よりフルーツネットの作業が加わり益々作業意欲が湧いて

きたようです。「楽しいね」と言いながらどんどん作業をこなしています。他の利用者さんを気

にすることなく、本人のペースで出来るのが良かったようです。おかげで毎日私はあおられて

います。うれしい悲鳴です。 

又、タオルもコンスタント入るので、フルーツネトと、タオルの二手に分かれて作業に取組ん

でいます。皆さんとても充実した日々を過ごしております。 

中には、手先の器用さを生かし、リサイクル班の作業の手伝いもさせていただいている人も

います。 

これからも新規作業の作業や班の枠を超え皆さんで協力をして頑張っていきたいと思いま

す。 

ご家族の皆様には、今まで同様利用者の皆さんの成長を暖かく見守っていただけたらと感じ

ております。 

今年度は、お世話になりました。ありがとうございます。令和７年もよろしくお願いいたしま

す。 

                  （担当：生活支援員 管野富江） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リサイクル班     

 

 

 

 温かい春の陽気が続く中、新年度スタートの時期を迎えました。 

今年度もリサイクル班の皆さんには、病気や怪我に気を付け休まず出勤して作業に取り

組んで欲しいと思います。作業の内容は、電子機器の分解、分別を行うリサイクル作業と

介護ベッドの洗浄作業になります。リサイクル作業は新しい作業が増え取り組む種類が多

くなってきています。作業工程をしっかり覚え、丁寧に手早く作業を進められるようにな

って欲しいと思います。洗浄作業においても同じです。 

皆さんの作業に対する意欲的な姿勢は素晴らしいと思います。皆さんのやる気に応える

為、取引会社からの発注数、発注量を増やせるよう努めていきます。作業は、一人で出来

る部分と周囲の人達と協力しなければならない部分があります。周囲と協力しながらリサ

イクル班全体で進めていきましょう。 

今年も 1年健康に注意ながら工賃向上に向けみんなで頑張りましょう。 

                            （担当：次長 鈴木信行） 
 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月３月生まれ誕生会 

ひな祭りに合わせて行う！ 

3月３日、午後の作業を早めに

切り上げて 2 月 3 月生まれ利用

者の誕生日を祝う誕生会とひな

祭りを祝うつどいを開きました。

初めに中木所長からお祝いの言

葉があり、みんなで♫ハッピーバ

ースデーを歌って、2 月と 3 月

に生まれた利用者７名の皆さん

を 

 
を祝福しました。誕生者の皆さんにはバースデーカードがプレゼントされました。そして、ひな祭

りに合わせて「うれしいひなまつり」を歌って、池田亜希子さんの乾杯の発声で飲み物とケーキを

いただき、みんなで誕生者とひな祭りを祝いました。 

令和６年度利用者さんの誕生会は、今回で全員をお祝いすることができました。皆さん、おめで

とうございました。新年度も基本 2 月に 1 回の日程で誕生会を行います。（誕生月によって該当

者がいない場合、日程調整をして行います。詳しくは年間スケジュールを参照してください）利用

者の皆さん、お楽しみに。 

 

整列した誕生者の皆さんたち 

令和６年度は施設全体で出勤率が去

年より上がりました。利用者の皆さん、

お疲れ様でした。ありがとうございまし

た。 

皆勤賞（出勤率１００％）は、次の皆

さんです。 

 

皆勤賞おめでとうございます 

 

斎藤満さん   佐々木仁志さん 

菅野カツヨさん 髙橋友美さん 

本田真由美さん   

 

 

3 月２１日の午前に今年度最後の避難訓練を実

施しました。今回は火災想定でサイレンがなると、

利用者のみなさんはハンカチで口を押さえながら

職員の指示で施設南側に避難しました。全員の避

難が終え中木所長から、「災害はいつ発生するかわ

かりません。最近では大船渡で発生した山火事は

発生してから約１ヶ月経ちますがまだ鎮火してい

ません。万が一発生してしまったら、毎月実施して

いる訓練を思い出して避難してください」と講評

をいただきました。 

今年度最後の避難訓練行う 

ケーキをいただく利用者さんたち 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中木所長の送別会と 

年度末慰労会行う！ 
3月３１日、午後の作業を早めに切

り上げて中木所長の送別会と年度末

の慰労会とを行いました。 

初めに中木所長の送別会を行いま

した。中木所長は、この３月３１日付

けで所長職を退任することになり、こ

の日が所長最終日であり、利用者さん

たちがこれまでの労を労い送別のつ

どいをもちました。中木所長から利用

者さんたちに「皆さんお世話様でし

た。６年９ヶ月皆さんと貴重な時間を

過ごすことが出来ました。これからも

理事長職として残るので引き続きよ

ろしくお願いします」とあいさつがあ

りました。つづいて、利用者代表の

佐々木仁志さん、大橋治子さん、池田

亜希子さん 

 
亜希子さん、本田真由美さんから花束贈呈がありました。 

このあと、年度末慰労会も行われ、佐藤修二さんの乾杯の発声で、みんなで飲物とまんじゅ

うなどのお菓子をいただきながら、お互いの１年間の労を労いました。 

 

３月１８日にだて支援学校卒業生フ

ォローアップ事業が行われ、だて支援学

校から小野教頭先生と江田先生がほど

はら授産所にお越しになり、昨年と一昨

年の卒業生の作業の様子を見ていかれ

ました。 

今回対象となったのは令和５年３月

卒業の大橋千晴さんと令和６年３月卒

業の本間陽空さんの２人で、作業の様子

を見ていかれ、本人たちに労いと励まし

のことばをかけていただきました。２人

の利用者さんたちは久しぶりの先生た

ちに少し緊張気味でしたが先生の質問

にも答え、授産所の生活の様子を先生に

話していました。 

中木所長に花束を贈る

大橋治子さん（写真上）

と本田真由美さん 

（写真右） 

乾杯の発声をする佐藤修二さん 

お菓子をいただきながらお互いの労をねぎらう

利用者さんたち 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記／今年の春は、ほんとうに三寒四温を繰

り返しながら、3月下旬にはみぞれが降って来たり

と、春が足踏みし、やっと春がやってきた感があり

ます。さて、新年度を迎えました。あぶくま福祉会

の職員体制も新たな体制となってスタートしまし

た▼職員体制が変わったことで、利用者さんたち

も新たな気持ちで毎日就労活動に励んでいます。

保護者の皆さま、新しい体制どうぞよろしくお願

い申し上げます▼年度始めにあたり令和 7 年度作

業各班の今年の計画や抱負、今年も掲載しました。

どうしても景気に左右され、下請け作業の量や、仕

入れ価格に影響が出たり、夏の猛暑も予想され、心

配なところがありますが、皆で力を合わせて頑張

りたいと思います。どうぞよろしくお願い申し上

げます▼今年の 4 月は、給食の委託業者の交代も

ありました。給食の味はどうでしょうか。お家で感

想等聞かれていれば、当方にお寄せいただければ

と思います▼広報担当も私、熊坂にかわりました。

皆さんに施設の動きを写真や文章でお伝えしま

す。どうぞよろしくお願い申し上げます。（Ｋ） 

グループホーム 

 スクラムだより 今年のグループホーム運営方針！ 
 

「早く自立して一人暮らしをしてみたい」「家族に甘えず自立して頑張りたい」「自分で部屋をき

れいに掃除にしていきます」「運動や食べ物に気を付け体重を減らしたい」など、利用者さんはそれ

ぞれに目標を持って新年度をスタートさせようしています。グループホームでの生活を通して出来

る事が増え、更に自立し新しい生活を希望する方が出てきていることは嬉しいかぎりです。今年度

も支援員、世話人全員でみなさんの目標と生活を見守り支えていきたいと思います。 

皆さんはいろいろな理由で共同生活での経験を積んでいます。家庭以外の環境で生活する経験は

新たな可能性を広げる事につながります。ストレスを感じる面もあると思いますが、仲間で励まし

あい、優しい気持ちを持って生活して欲しいと思います。ホーム内では、新年会、節分、お彼岸、誕

生会、クリスマス会と小さな催しを通して、季節の移り変わりを楽もうと思います。手洗いや消毒

を続け、コロナウィルスやインフルエンザに注意し健康で１年を過ごせるようにしましょう。今年

度もよろしくお願いします。 

（担当：グループホームスクラム サービス管理者 鈴木信行） 

 

お知らせ！ 

トイレットペーパー販売価格が今夏値

上がりの見込みです。 

お早めにお買い求めください 

 ほどはら授産所では、当施設の所長を務めた中

木所長が退任し、佐藤典昭サービス管理責任者が

後任の所長に昇格しました。またこれまでの鈴木

次長に加え、栗田事務員が事務次長に昇格。二人の

次長体制になりました。さらに 1 名本橋雄介職員

を新たに採用しました。本橋職員のご紹介は次号

で詳しくお伝えします。お楽しみに。 

人事異動のお知らせ 


